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SHIEN NEWS

第６号
2006-12-25

■ 支援する会ニュース編集局 ■

〒104-0061 東京都中央区銀座
4-14-19 第二カタヤマビル3F

銀座内科診療所

   
     小児科医師中原利郎先生の

過労死認定を支援する会ニュース

あなたのあなたのあなたのあなたのあなたの子供のいのち、子供のいのち、子供のいのち、子供のいのち、子供のいのち、
疲れ切った小児科医疲れ切った小児科医疲れ切った小児科医疲れ切った小児科医疲れ切った小児科医にまかせますか？にまかせますか？にまかせますか？にまかせますか？にまかせますか？

平成平成平成平成平成 1111111111 年年年年年 88888 月月月月月 1616161616 日日日日日 佼成病院小児科医師（小児科部長
代理）中原利郎、佼成病院の屋上から投身自殺（44歳）

H13H13H13H13H13 年年年年年 99999 月月月月月 1717171717 日日日日日
労災保険法による遺
族補償給付を申請

H15H15H15H15H15 年年年年年 33333 月月月月月 2525252525 日日日日日
遺族補償の不支給決定

H15H15H15H15H15 年年年年年 55555 月月月月月 1212121212 日日日日日
不支給取り消しを
求め審査請求

H16H16H16H16H16 年年年年年 33333 月月月月月 3030303030 日日日日日
審査請求を棄却

H16H16H16H16H16 年年年年年 55555 月月月月月 2020202020 日日日日日
再審査を請求 H16H16H16H16H16年年年年年1212121212月月月月月77777日日日日日

国を相手取り労災不
認定取消訴訟を提起。

H14H14H14H14H14年年年年年1212121212月月月月月2626262626日日日日日
佼成病院を相手
どり損害賠償請
求訴訟を提起

労働行政
民事訴訟行政訴訟

司法

H19H19H19H19H19 年年年年年 33333 月月月月月 2929292929 日判決！日判決！日判決！日判決！日判決！

H19H19H19H19H19 年年年年年 33333 月月月月月 1414141414 日判決！日判決！日判決！日判決！日判決！

労働保険審査会

新宿労基署

東京労働局

　

傍聴席から傍聴席から傍聴席から傍聴席から傍聴席から
証人尋問の要点と争点

東京地裁
民事第 27部

東京地裁
民事第 11部
（行政部）

いつ？いつ？いつ？いつ？いつ？
どんな決定？
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傍聴席から傍聴席から傍聴席から傍聴席から傍聴席から
(1面から続く)

証人尋問の要点と争点
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第２期(H16.9月～H17.8月)収支報告書

収入摘要　　　　入金　　支出摘要    　　内容       　　　　　　　　　　　　出金
前期繰越金 333,934
会費収入 562,640 施設利用料 支援の会施設使用料   8,400
利息収入      10 通信費 支援の会会報送付切手代金 210,353
図書売却 159,925 事務用消耗品 会報用紙、ｺﾋﾟｰ代、封筒他 117,742
ｶﾚﾝﾀﾞｰ売却     4,800 図書購入費 「小児救急」150冊購入            214,200
                         報酬手数料 支援の会講師御礼他  90,000

雑費 会費入金時手数料、交通費他  42,915
次期繰越金 377,699

           1,061,309                               1,061,309
               （H17.8.31現在図書在庫：「小児救急」14冊）

第３期(H17.9月～H18.8月)収支報告書

収入摘要　　　　入金　　支出摘要　　　　内容    　　　　　　　　　　　 　　出金
前期繰越金 377,699
会費収入 313,000 施設利用料 支援の会施設使用料               13,860
利息収入 　　　7 通信費 支援の会会報送付切手代金  96,290
図書売却      70,855 事務用消耗品 支援の会会報用紙、ｺﾋﾟｰ代、他 109,594

図書購入費 「小児救急」他　購入               85,140
雑費 会費入金時手数料、交通費他       32,350
次期繰越金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　424,327

761,561                                                 761,561
    (図書在庫:「小児救急」:4冊、「過労自殺と企業の責任」:5冊)

＜＜＜＜＜支援する会支援する会支援する会支援する会支援する会・・・・・案内案内案内案内案内＞＞＞＞＞

◆問い合せ先問い合せ先問い合せ先問い合せ先問い合せ先：東京都中央区新川
1-11-6中原ビル「小児科医師中原
利郎先生の過労死認定を支援する
会」事務局
電話090-6133-0090
◆ホームページホームページホームページホームページホームページ：
http://www5f.biglobe.ne.jp/
~nakahara/
◆メーリングリストメーリングリストメーリングリストメーリングリストメーリングリスト：：：：：参加資格は
「支援の会」会員（会費をお支払
いいただいた方）限定。お問い合
わせは下記アドレスへ。
kuki@medical.email.ne.jp
◆会報会報会報会報会報ﾊﾞｯｸﾅﾝﾊﾞﾊﾞｯｸﾅﾝﾊﾞﾊﾞｯｸﾅﾝﾊﾞﾊﾞｯｸﾅﾝﾊﾞﾊﾞｯｸﾅﾝﾊﾞｰーーーー：：：：：御希望の方は
下記ｱﾄﾞﾚｽまたは番号へ。
・nth-naka222812@ezweb.ne.jp
・nth-naka@mth.biglobe.ne.jp
・03-3541-1582=fax
◆役員役員役員役員役員
　会　長　　　守月　　理
　副会長　　　藤塚　主夫
　事務局長　　九鬼　伸夫
　事務局次長　鈴木　幸弘
　会　計　　　郡司　　登
　会計監査　　高橋　克典
　幹　事　　　川島　道美
　　　　　　　岩岡　秀明
　　　　　　　小峰　　尚
　　　　　　　天野　教之
　　　　　　　仁科　典子
　　　　　　　崎元　一平

･
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目まぐるしかった一年
あたたかい励ましに感謝
くい止めよう医療崩壊

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

(1)1 月 15 日＠東京・東京フォーラム会議室
ダイナミクス研究会主催、48 人参加
役員の天野先生のアイデアで実現。講演の模様は医師
会ネットで配信中

(2)2月 11日＠埼玉県朝霞市ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ
朝霞地区医師会主催市民健康フォーラム「災害救急・小
児救急」、56人参加
「ﾀﾞｲﾅﾐｸｽ研での講演が好評だったため急遽、医師会主
催の会に招へい」＝天野教之天野教之天野教之天野教之天野教之　支援の会役員・開業医

(3)2月 17日＠東京・衆議院第一議員会館会議室
民主党厚生労働委員会勉強会、約 10 人参加
「小児科の勤務医の過重労働の厳しさを痛感し、
労働条件の向上を国会でも強く求めました」
＝山井和則山井和則山井和則山井和則山井和則　衆院議員

(4)2月 25日＠東京・エレガンス飯田橋セミナールーム

過労死予防センター設立記念シンポ、約40人参加
朝日新聞でも報道。「遺族の方たちの多くはその悲しみの深
さゆえに被害者意識を前面に出して被災の状況の悲惨さのみ
を訴えますが、中原さんの講演は自分は夫のメッセンジャー
としてこれから活動していく、という自分のスタンスをきっ
ちりと伝えてうえで、力を貸してください、という対等の立
場を感じました」＝海老原あや子海老原あや子海老原あや子海老原あや子海老原あや子　過労死遺族・心のケアを
考える会代表　

(5)5月 13日＠熊本市・熊本外語専門学校
県民主医療連合会・県医療労働組合連合会主催、看
護週間を記念してのシンポジウム、約 100 人参加
「熊本ではこのような話を聞けることが少ないので、
大変、貴重な機会でした。参加者はみな熱心に聞き
入り、涙を流している人も多くいました。また、熊
本では最も著明な医師の一人である小川道雄熊本労
災病院院長（元熊大外科教授）も参加して発言もさ
れ、地元紙のコメント（http://kumanichi.com/
iryou/kiji/local/ogawa_hatsugen08.html）で紹
介していました」＝粂和彦粂和彦粂和彦粂和彦粂和彦　熊本大学助教授

(6)7月 9日＠東京・虎ノ門パストラル
保団連夏季セミナー、約400人参加
「勤務医の当直とは電話番みたいなもので、
これを月に何日やろうが過労死認定の夜間勤
務時間にはカウントしないという労基局の見
解を聞き、唖然としました。私も開業するま
では当然勤務医でしたが、こんな事をすべて
の勤務医が聞いて、現状の過酷な当直をやれ
るはずがありません。是非、勤務医・開業医
力を合わせての運動にしていく必要性がある
と感じました＝森永博史森永博史森永博史森永博史森永博史　外科開業医・熊本
県保険医協会常任理事

(7)7月22日＠広島・RCC文化センター会議室
県保険医協会主催、約50人参加　
「我々医師の多くは、当直の定義すら理解しない
まま、ひたすら患者さんのために、何も考えず働
きつづけている事に気付かされました。同時講演
された勤務医よりの「軽症患者さんの増加による
救急医療麻痺の問題」もあわせ、勤務医・開業医
の真の連携・相互援助、市民への啓蒙活動と具体
的政策の立案など、医療界としてやるべき問題が
明確になった会でした。中立的な立場からの中原
様からのご発言は、とても意味深いものと感じま
した」＝田坂佳千田坂佳千田坂佳千田坂佳千田坂佳千　田坂内科小児科医院院長・広
島市医師会

(8)7月23日＠広島県福山市・県民文化センターふ
くやま文化交流室
県保険医協会主催、約30人参加
「中原先生からの問題提起に対して、勤務医と開業
医が連携を密にして、一緒に市民への啓蒙や行政を
動かす運動を展開しなければいけないことを確認し
ました」＝数野博数野博数野博数野博数野博　ちょう外科医院・県保険医協会
理事

(9)8月 18日＠熊本県八代市・八代ﾊｰﾓﾆｰﾎｰﾙ
八代地域医療をよくする会主催、約100人参加
「勤務医は当直という名のサービス残業を無
理強いされ、中原先生だけでなく多くの医師
が過重労働で疲労困憊した結果、自殺されて
いることがわかり驚きました。対策を早くし
ないと日本の医療は崩壊ですね！」＝荒木幹荒木幹荒木幹荒木幹荒木幹
太太太太太　荒木医院院長

(10)8月26日＠青森県弘前市・ホテルニュー
キャッスル
県保険医協会主催「医師不足を考える講演
会」約100人参加　
支援の会会員・本田宏先生、長女の中原智子
さんと共に講演。「県の小児科学会が八戸
であり、小児科の先生の参加が少なかっ
たのですが、弘前大学医学部の学生さん
も開催に協力してもらい、高校生・市民
の参加もありました。明日につながる有
意義な会になりました」=大竹進大竹進大竹進大竹進大竹進（整形外
科開業医、県保険医協会理事）

(11)10月7日＠東京・代々木オリンピックセンター
IFMSA-Japan/国際医学生連盟日本総会基調講演、約200人参加
「医師不足による過酷な勤務状況を深く理解することができ、近い将来医療者になる私たちもこの問題を真剣
に考えていかなければならないと実感しました」＝森田恵子森田恵子森田恵子森田恵子森田恵子　国際医学生連盟 日本　富山大医学部2年

(12)10月 19日＠東京・中央ブロッサム
中原利郎先生の過労死認定を支援する会総
会、約50人参加　 (13)11月 10日＠東京・東大駒場キャンパス

東大教養学部「法と社会と人権ゼミ」約80人参加
「日本では勤務医の人権は無いのでしょうか。こ
のような体制を築いている政府・世論には強い憤
りを覚えます」＝参加者感想文から

(14)11月 18日＠長崎市・県立美術館講座室
県保険医協会主催、約15人参加
「参加者が少なかったのは残念でしたが、小児科開業
医、勤務医、内科開業医、看護師、一般の方が参加
され、 少数精鋭で中身の濃いディスカッションがで
きました＝里見公義里見公義里見公義里見公義里見公義　さとみ小児科医院院長・県保
険医協会理事
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2006 年のりぴ～の旅

講演の軌跡講演の軌跡講演の軌跡講演の軌跡講演の軌跡
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Noriko’s のり子のメッセージ　Message


